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れたチップは,'第二段の機械 的/JiL削によ り偶 々の繊維に離解 され るのであるが,その目的 の為に使

用する適当な粉f射確が少い様である｡ 播維間の結合力が比較的強扱な蒸解チップを,切断作用を受

ける事な しに機械的に単鱗経 に分離 し, 成 る可 く旅経に変形を与えない様な砕解機は少 数 で あ る

が,遠心式粉砕機の原理を応用すれば,良好な解 砕装置を案者 し得 るもの と思われ る｡ 遠心式粉砕

機は環状粉砕路 と是を転 り乍ら回転するロ-ラーの遠心力に基 く,圧縮 力 と摩擦力 とに依って,原

料 を微細化するもので,セ ミケ ミカル法の蒸解チップの砕解に利用する為に,裁断作用がな く,戟

程度繊維 の解離をな し,両 も能率の高き装置を目的 として,次の如き遠心式 ローラ一価肘葦を考案

設計した｡

(1)機構の概略

檀-封Jヨ簡形の丈夫なる相 を設け,その内両を転 りながら回転す る二相の ローラーを回転する腕木

に屈 した構造 とな し,底部の取 入rJよ t,I)チップを混入せる水を流人せ しめて ローラ-の回垂証こ伴い

浮遊チップを共に回転せ しめ, ローラーの遠心力に依って槽壁 とローラーとの問に挟み込 まれたチ

ップを圧砕す る｡/(r揮砕され て繊維状 となった ものは,上部L侶コよ り排出ざれ る｡

t2) 棺

糟は ローラーの遠心力に耐え涌か も舶 庫の振動 に耐えるに充分な強度を有する鋳鉄製 とする｡ 内

面は成る可 く平滑とし,軒捧された紙料が固着 し難い方が良 く, 叉水が槽壁に沿ってローラ-と共

に伸 虹するに拙杭少き方が良好であるこ)

(3) ll- ラー

シャフ トを Ll-ラーに固定 し,糟 の上IL師 こ中 心軸に l醐 一けたる伸机宛木の両端に吊 り下げ,両 も

刊転す る様にベア りング両を挿 入す るO更に ローラーの二重心位置が ローラーの酢浄面の中心 となる

様に中空休 とな し,バラン′-7.を採 り, ローラ-の端部は少 しく曲面 とな し,所謂紡錘形 とする方が

ロ-ラーのショック及び輯傷 を避け得 る と考えられ る｡

(4) 駆 動 軸

内の回転液面が酷寒硬 となる様に高速 度で回軒す る｡

(5,) シャワー又は捷

槽壁及び ローラーの酢 新和こ附着せる哉師を除去 し,且つ,神虹す る水を適当に撹揮す る作用を

行わ しめるために, 噴射水管又は播 き取る作用なす操をl中心軸に連結 し,相回転部分上 部 に 円 板

を,槽 の上部に円孔を有す る隔板を,紙料液が溢流す る如 く設け飛沫及び流,壮EE;=3_-_を綱車す る｡

2 - ,/i,7''移 送 用 ボ ン′ブ

従来紙料移送鮎 ポンプ として,往復動式 ポンプ及び遠心式 ボン/プが使用 され,多 くの改良型が考案

されているが,廻転式 ポンプの作動原理をノこ,L/ゾポンプとして応用設計された ものは殆 ど見当ちな
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第ヨ習 Lji翼車パルプポンプ要領図
Fig.3 Desi声nofRotaryPu一pPump.

て二

三三㌻＼

第四図 吐 出 曲 線
i.1廉く容積 (K)をI:i_'-.枚羽択及び八枚羽限ボ(
プ同---に換算す｡
】g.4 DischargeCurve

〃50 909 735o
Potat/oT,∂773/a

/8(フ●

い様である()

廻転式ボン71は構造が比較的簡単で柚も能率

が良い と考えられ るので,その原理により紙料

液を移送 し得る様な廻転休を有するp-クtJ一

式パ ルプポンプを考案 した｡)

(1) 作動原爆及び構造

同形同大の翼車を円型の外殻内に対称的に喝
合せ外部の同軸の歯車により連結 し,一方の軸

を駆動させ廻転に依 り翼車 と外殻 との間に閉ぢ

込められた紙料液が,連続的に吐酢 コ側より排

出されるもので,組合 う翼車の先端が相互に相

対する翼車の曲面に接 し榊 こnJ朝 出別より吸入

冊 川-の逆流を防 ぐと共に,外殻内面及び相対

す る翼車凹面を微小の間隔を保ち箪き取る如き

形状 とする｡ 斯 くすれば紙料液を流 送 す る場

汁,繊維質を踏 み込む事な く,ポンプ山師 こ繊

経が附着する様な事はないと考えられる｡

第3図に示す如 く,発車 し及び ‡が外殻外で場合 う歯串に依 り反対方向に等価 け る際,一周 転

に就き翼軍 と外殻内面で閉ぢ込 まれた面積 (A) に相当する貴の 10倍が吐rtI冊 側に操 り出され,

翼車 Ⅰ及び Ⅱに依 り閉ぢ込められた両横 (B)の 10倍に相当する葦が吐廿廿日別より吸入口側に戻

り,結局面積 (C)に相当する貴の 10倍の茸が吐出され るO

(2) 巽 串

畢串の形状及び性能に就き述べると次の如 くである(･1
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(,1) 翼板の救 (n)は二酬用の距離 (d)及び中 心軸より翼先端 までの長 さ (1)に依 E:)適宜決定

すれば良いが,概 して翼版孝則ま5枚-8枚が適当と考えられる｡

('T,) 吐rH-'L等ミ(吐rLl-憧二(C)/神転容積 (k))は 1:dに比例 して大 となるO
再 異端 の形状は前面を環牌の軸 (OA)に対 して鋭角に,背面は先端が 鷹 粍 し ない 榛且つ回転
容易なる様釦角とする｡

I:.=1) 戻 り葦 (B)は環の厚さが大なる程小 とな rl),従って吸水T.TLilfが高くなるO

雄 二輯先端の磨粕は紙料,二恒こ混入せる固形輿物に依 り外殻内面との問で第3図4の如 く損傷 し,

井田串の磨耗のため所謂ガタを生 じ従って相対する回転体の凹面 との接触磨擦に依 り第.'if-xT5,

6の如 く損傷する｡

卜) 榊 抗体を砲金で造 り,_二･葦.究J紬二第3図の如 くに硬質材料の板を附着させれば,一丁.作上適当に

先 端を合せ る事が可能であ り,又翼先端の耐 久性を向上せしめる事も酢来る0

両 5華中及び 8輩坤の場斜こ於ける性能を比較すれば次の如 くであるt･,

5発車 8巽中

吐 出 率 ･ 59.2!).,;′ 40.7%/

吸水珂 5.8111 7.8111

(β) -''fT7i 紘

上述の如き構造のノ十′しプポ:/I,,llは所謂多葉軒桁-さi'ンブに難 し,外言草夕柿に0,)歯車の磨耗に依って漸

次容積効 率が低下するのは免れ得ないカ＼ 従来使用 されているプランジャ-式及び遠心式パルプボ

ン-ナと比較 して,その利点及びと特徴を列記 すると次の様である-)

--･棺 的 J特徴

抑 粧杵液を圧送する際翼串の先端が外 畑 涌柏たびif榊Ti;体凹面を轟き頗る如 く軒転し,流体に仕三

-力を:,則ぎさないから,紙料東の起tll!･),繊維隼塊の_生成の腫れが余 EJ)ない と考えられる｡

(Tl) 吐出量は回転紬,=比例 し,酢紅蓮蛙を変える事に依って流量を調節し得る.こ)

(パ 吐,LIl流は脈動する事なく, 第 4図の如き管流を示す｡

プランジャ一式ポンプとの比較

仙 流動状態が一一･様で性拙軍害が少いから,高速度で圧送する事が出来 る.1

両 空気室を要せず,構造簡単で取扱ひ易い｡

遠心式 ボ ン ポとの比較

伸 長繊維紙料及び高 濃度紙料液を圧送 しても繊維の集塊を生ずる事はない と考えられる｡

(｡) 遠心式ポンプ は能率的な運転範団が荻いため取扱 う量が制限されるれ ロータリー式ノ･ミル ブ

ポンプは能率を落す ことなく圧送最を調節 し得る範囲が′広い｡､

以上の如き特徴を有するのであるが反面より考えると,巽中の突端が内部を播き斬る様に回転す

るUJlで,暦粍が大きく在って砂粒∴鉄片等の爽雑 物 の多い紙料,例えばグラ/ ｢ノミJレ -/等は翼端を
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損傷 し易い為に使用不71摘巨の場合が起るであ/7-'う｡

C4) 使 用 方 法

仰 密閉式フローボックス用ポンプとしての使用

本ポンプは上述の如 く殆ど脈動流を与える事なく,均塾な管流をなし,揚水量を揚程の如 舶こ拘

らず正確に調整,出来るものと考えられるので,所謂密閉式プロ-ボックスと連結し紙料液を圧送

せしめ得るであろ う｡斯 くすれば噴出孔よりワイヤ-上に流把する紙料流の調節範囲を広くし,

且つワイヤー速度 と正確に一･致せしめる事が可能ではないかと考えられるO

(ロ) 化学パルプ移送用ポンプとしての使用

本ポンプは長繊維紙料を相当高濃度で流速しても,遠 心､式ポンプと異な り水を水を分離して繊維

塊を生 じた り,叉ポンプ内部に集積, 頂塞する事がないと思われるので,移送ノ臣JT二'/イとしても

使用出来るものと考える｡

(/I) 自水移送用ポンプとしての佐川
遠心式ポンプ (との比較の項で述べた如 く,局.-･のポンプ)で流送量に依 り所要馬-))教の電動機

を取付け,珂転を調節して使用出来るので広範園の交換性があるO
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